
 

６月分                            №８ 

件 名 東濃実業高校及び東濃高校の存続について 

受付日 令和８年６月９日、６月２４日 

ご意見・ご提案

の概要 

（６月９日） 

名鉄広見線（新可児駅～御嵩駅間）の廃止が決定し

た。県立東濃実業高等学校については、最寄り駅の明

智駅を失うため、新入生が激減し、当該高校を存続さ

せることが困難になると思われる。 

移転は経費を要するため、近隣の高校に統合させ、

新学科を設けるといった対応を早急にすべきである。 

（６月２４日） 

生徒の８割が利用するとも言われる御嵩駅最寄りの

東濃高校のことを知った。 

この２校の存続危機については、県が責任を持っ

て、移転、整理統合、廃校等の手続を早急に進める必

要があることを認識するべきである。 

県の考え方 ご指摘の名鉄広見線（新可児駅～御嵩駅間）につき

ましては、将来的な方向性について関係者間で検討が

進められているものと承知しております。 

県教育委員会といたしましては、県立高等学校の在

り方について、生徒の学習環境や通学の利便性、地域

の実情等を踏まえながら、総合的に検討していくこと

が重要であると考えております。 

関係機関の動向や交通事情の変化等を注視しつつ、

必要に応じて関係部局や地元市町村等とも連携を図り

ながら対応してまいります。 

担当課 教育委員会 教育総務課 

 


